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１．森林管理署：利根沼田森林管理署  

２．森林計画区：利根上流森林計画区  

３．所在地：群馬県沼田市 

４．林小班：群馬県 沼田市根利山国有林 100 に 1 

５．面積：11.75 ha 

６．設定年月日：平成 2年(1990 年) 栗原川ウダイカンバ林木遺伝資源保存林に設定 

平成 30 年 4 月 1 日  旧栗原川ウダイカンバ林木遺伝資源保存林から名称変更 

７．法的規制：水源かん養保安林 

８．設定目的：南東北及び関東地方において、他には類を見ないウダイカンバが高密度でく生育する群
落であり、学術上、また、遺伝資源の保護上貴重である。このため、ウダイカンバが群
生する群落の希少な個体群を保護するため設定する。 

９．特    徴：標高1,220～1,460m。 
               本保護林はジュウリン沢の左岸から尾根にかけての範囲にある。保護林周辺はほとんど

が国有林で、育成天然林が最も多く分布しており、保護林の四方も育成天然林に接し
ている。保護林内にはカラマツ混成し、周辺地域にはカラマツ人工林及びクリ－ミズ
ナラ群落が分布している。また、栗原川流域にはダケカンバ群落が分布している。 

               林内は、ほぼ全域にわたって、高木層に胸高直径 20～30cm 程度のウダイカンバが優占



し（被度・群度 4・4程度）、シラカンバ、シナノキ、ブナ、モミなどが混生している。 
１０．保護・管理及び利用に関する事項：原則禁伐、更新は原則として天然下種更新によることとする。
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